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10PC ⇒ 1Tab
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リユースで、こどもたちにやさしい未来をー

使わなくなったPCを回収しリユースするPCNET。
⺠間学童保育など⼦育て⽀援を⼿がけるNPO法⼈sopa.jp。

両社が協⼒しあうことで、
「リユース・for・キッズ」はスタートしました。

このプログラムでは、10台のPCを回収させていただく毎に、教育機関などのこど
もたちに1台のタブレットと共に、楽しみながら学べる時間をプレゼントします。

PCのリユースで、サステイナブルな環境づくりに貢献しながら、こどもたちの
「モノを⼤切にする気持ち」を育てることをめざして。

ゴミを減らして、こどもたちの笑顔を増やしていく
このプログラムにぜひご協⼒ください。
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企業で不要になったＰＣを回収し、⼦ども達にＰＣ・タブレットをプレゼント。“モノを⼤切にする気持
ち”や“ＩＣＴを使ったコミュニケーション”を楽しく学べるプログラム機会を同時に提供します。そのイ
ベント結果をＣＳＲレポートにまとめてお渡しします。

スキーム

リユース・for・キッズの仕組み
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＜PC・タブレット及び教育プログラム提供の条件＞

・⼦どもの⼼⾝の健全な発育と、⼦どもの持つ可能性の伸⻑を⽬指して保育や教育に関わる活動
を継続的に⾏っているNPO法⼈、公益法⼈、社会福祉法⼈、株式会社、⼀般社団法⼈、学校教育
機関であること

・PC・タブレット等を⼦ども達が活⽤できる環境を有していること。また、提供したリユースタ
ブレット・PCを継続的に活⽤する意志があること

・リユースforキッズの趣旨に賛同し、この活動の広報や普及活動に協⼒する意志があること

・宗教の布教を主要な⽬的とした団体ではないこと。また、暴⼒団等反社会的勢⼒に所属あるい
は関係する団体ではないこと

以上の条件等に基づきPC・タブレット及び教育プログラム提供の可否を審査させて頂きます。
活動報告所の作成のために、写真・動画の撮影にご協⼒をお願い致します。

※提供決定後に以上の条件を満たすことができなくなった場合などは、提供を取り消すことがあ
ります。
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⼿を挙げたり積極的に参加するICT教育の授業：祖師⾕⼤蔵校
誰が届けてくれたかな？

ラボアンドタウンまちなか学童
〜祖師⾕⼤蔵校と成城校の友達をつなぐ〜
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芝の家
〜地域の⼈とのリユース活動〜
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リユースforきっずの実績
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芝の家
〜環境教育＆ICT教育〜
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企業と環境展（MECC主催）
〜環境教育＆ICT教育〜
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IT部⾨やCSR部⾨への協賛のお願いを実施しています。現在、企業ネットワークを持つ団体・企業様
とのリレーション構築を優先して実施。今後、協賛先の開拓を強化していく予定です

企業協賛先へのアプローチ
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株式会社パシフィックネット

企業とのネットワークを持つ団体・企業様

• 港区の外郭団体で事務局にはRFKの活動に共感
頂いた

• PCネットさんにもご加盟頂きリレーション構築
を図っています

• 加盟企業さんにRFKをご紹介をするにも港区の
信頼を獲得する必要あり。企業と環境展でのイ
ベントの評価も⾼く、引き続き開拓予定

企業とのネットワークを持つ団体・企業様

• 既存のお客様や新規営業のタイミングで、主に
IT担当者に対しRFKの活動を広報頂いています

• 既存の取引企業様より匿名を条件に協⼒の申し
出を頂きました

• ウェブや雑誌のメディアでイベントや活動につ
いて広報の協⼒を頂きました

• CSR担当者の集まる会合に参加させて頂き、
RFKの活動を告知させて頂き、数社ご紹介頂き
ました
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企業から協賛を得ることに現状苦労している
できたことと⾒えてきた課題
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⽀援先

企業

できたこと ⾒えてきた課題
• 企業も⽀援先も満⾜できる品質

のコンテンツをつくれた
• ⾏政が企業が関わる事に懸念を

持っていたがNPO主体である点
とコンテンツを⾒てもらう事で
納得頂いた

• ⽀援先と地域のリユース活動に
継続的に関われる関係を築けた

• ⽀援先のタブレット活⽤の阻害要
因をいかに取り除くか
⇒担当者のリテラシーだけでなく、
反対者への対応策をフォロー

• リユース活動をいかに⾃律的にし
てもらえるか
⇒プログラムの意義・楽しさ・メ
リット等の提案

• CSR担当者のネットワークを持
つ企業と関係を築けた

• IT部⾨及びCSR部⾨の両⽅に
コンタクトを取り提案できた

• 企業の協賛をいかにして促すか
⇒リースの場合にどう対応するか
⇒リユースへの不安が⼤きい
⇒⼤企業CSRは既存業務で⼿⼀杯。
⼀⽅、中堅企業にニーズ？

• CSRとIT部⾨の“縦割り“の壁を
どうやって乗り越えるか

• 案件が発⽣するまで時間を要する
ため腰を据えた活動が必要
（PC回収・CSRは年単位の活動）
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12⽉以降は、広報ツールと協賛企業開拓に⼒を⼊れ、
実際に協賛先から回収をしプログラム提供を⾏う流れを⼀通り実施したい

今後のアクション
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8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月6月 7月

更
新
案

コンテンツ開発

広報ツール作成（予算調整のためずれた）

協賛企業の開拓（営業に時間を要する＆広報ツールが準備できず営業がセーブされていた）

継続営業（公開OK先）

活動報告書の作成

支援先の開拓

タブレット提供 / プログラム提供(PCネットさん自身の協賛）

活動報告書テンプレート作成

買取・支援先定着の可視化

コンテンツのブラッシュアップ

協賛企業の開拓

不要PC回収（匿名条件でA社よりPC回収 ※PCネットさんご紹介）

当
初
計
画
︵
参
考
︶

コンテンツ開発

広報ツール作成

協賛企業の開拓

支援先の開拓

不用PCの回収

活動報告書の作成

タブレット提供 / プログラム提供

効果測定

A社＋αの協賛で実施

支援先の満足度確認済

遅延タスク計画範囲内凡例：


